
 

平成 31 年２月 22 日 

（2019 年）  

 西 宮 市 議 会 議 長 

   町 田   博 喜  様 

議会運営の課題に関する検討会議      

座 長 山 田  ま す と  

 

   議会運営の課題に関する検討会議 会議結果報告(中間報告) 

 

 本検討会議における下記の課題事項について、議会運営の課題に関する検討会議設置要

綱第２条第３項の規定に基づき報告いたします。 

 

記 

１ 課題事項 

①西宮市議会議員政治倫理条例について 

 

本件については、西宮市議会議員政治倫理条例の制定に向けて協議を行い、本条例案

を作成しました。ついては、議会運営委員会において、第 17 回定例会（３月定例会）に

本条例案を提出していただくための協議をしていただきたい旨、本検討会議の意見とし

て申し添えます。 

 

以 上   



西宮市議会議員政治倫理条例について 

 
１ 検討の内容 

平成 29 年７月７日から 30 年６月６日まで設置されていた検討会議において、議員政治

倫理条例の制定に向けた検討を行い、協議の中で意見が分かれた事項については、意見の

多かったものを採用して、「西宮市議会議員政治倫理条例（草案）」（以下「草案」という。）

を作成しました。草案については、作成時に意見の分かれた事項についてさらに協議する

とともに、条例の施行規程、審査会の設置要綱などについても、検討する必要があるとの

意見を付して、30 年６月６日付で本検討会議の結果報告により議長に報告しました。この

ことから、30 年８月１日に再度、検討会議が設置され、議長の諮問を受けて、引き続き協

議を行ったものです。 

 

２ 協議の概要 

（１）条例の作成について 

草案の作成時に意見が分かれていた事項（①政治倫理基準に反する疑いがあるとして審

査申出書等の提出があった場合に、その適否を議会運営委員会に諮問するかどうか、②審

査会の委員構成、③資産公開に関する規定を設けるかどうか）については、協議の結果、

①については、議会運営委員会では審査会で審査することの適否を協議するのではなく、

審査申出書等が必要事項を満たしているかの確認をすること、②については、学識経験を

有する者とすること、③については、規定を設けないこと、となりました。 

また、審査申出の対象となる政治倫理基準については、その解釈に疑義が生じないよう、

具体的な規定を定めることとなりました。また、政治倫理基準に反する行為等があるとの

疑いを持たれた場合は、議員の責務として、その疑いについて釈明するよう努めることと

なりました。 

このほか、審査申出書等の受理に関する規定及び条例の見直し手続きに関する規定など

についても検討を行いました。 

 

（２）条例施行規程等の作成について 

政治倫理基準に反する疑いがあることを証する書類等については、審査申出書の提出の

際に必ず提出しなければならない書類（必須書類）と必須書類に合わせて提出することが

できる書類を定めました。また、条例の施行規程又は要綱で、審査会の委員の職種、選定

方法、審査申出書や各種通知書の書式などを定めることとしました。 

 

３ 協議の結果 

上記のとおり協議を行った結果、草案を見直し、別紙１「西宮市議会議員政治倫理条例

（案）」のとおりとすることで意見の一致をみました。本条例案につきましては、議会運営

委員会で御協議のうえ、第 17 回定例会（３月定例会）において提案・可決されましたら、

検討会議において引き続き施行規程及び要綱の検討を行う予定としております。 

 

以 上   










